

授業名称：高齢福祉関係の計画策定/政策立案のための基礎分析
（地域カルテの作成と活用）(2)
シ　ラ　バ　ス

概要：

福祉分野における地理空間情報やGISの活用について、活用できる（すべき）地理空間情報とその所在、GISの機能や基礎的な知識を獲得しつつ、自らの地域における福祉関係について調査・分析・企画・立案ができる能力を身につけるため、受講者がArcGIS(*)を実際に操作しながら学ぶ。

(*)本演習は、各受講者が「ArcGIS」（自治体で利用されることの多いGISソフトのひとつ）を用いて行う形態を想定しているが、ソフトが準備できない場合であっても、本テキストの内容を座学形式で行うことで、後述の学習目標の達成は可能。
学習目標：

1 介護・福祉政策のために必要なGISデータについて理解する。

2 介護・福祉政策のために必要なGISの基本操作について理解する。

3 介護・福祉政策のために必要な、空間的思考や地図による表現方法を理解する。

受講対象：

①地方公共団体等で介護・福祉業務に従事している者

②情報部門でGISの導入・利活用推進を担当している者

③防災部門で高齢者等の要援護者向け災害対策を担当している者

④まちづくり部門で福祉関連施設の整備等で福祉部門との連携が必要な者

⑤その他、地方公共団体におけるGISの活用に関心のある者

教育手法：

講義、主にフリーでダウンロードできるデータを使ったArcGISによる演習
担当講師及び講師の必要要件：

ArcGISの基本操作と、さまざまな地理空間情報（国勢調査GISや基盤地図情報など）を理解している者
参考資料：

（1）操作手順書：地域カルテの作成と活用
（2）操作マニュアル1：ArcGIS操作マニュアル
（3）操作マニュアル2：アドレス・マッチング
キーワード：

ArcGIS、地理空間情報の活用、高齢福祉計画、地域分析
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